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超音波による

コンクリート凍害劣化点検技術

寒地土木研究所 耐寒材料チーム 遠藤 裕丈

ー 表面走査法 ー
【課題 】

【一般的な凍害診断の方法】

コアを採取して、詳しく診断

非破壊で簡便、迅速に診断できる手法が望まれる

部材、鉄筋の損傷が懸念
 コスト、時間、労力を要する

表面走査法
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B層（A層より品質良）

原点からの傾き→A層上端(深さ1cm)の品質を評価

折れ線以降の傾き→B層上端の品質を評価

A層の厚さ（品質の“変わり
目”までの深さ）も把握可能

超音波の発・受振子間の距離

表面走査法による診断の考え方
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表面走査法のグラフで
折れ線が出現せず

表面走査法のグラフで
折れ線が出現
（t＞1cmの場合）
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相対動弾性係数

コア採取によって求められる相対動弾性係数は、
　　　　の範囲にプロットされる可能性が高い
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表面走査法の結果と実際の値（室内実験）
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相対動弾性係数の予測域の下限
（表面走査法）
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構造物（道路橋）での適用の試み

白糠
上部：8箇所

美幌
上部：4箇所
下部：13箇所

中山峠
上部：3箇所

芦別
上部：未実施
下部：14箇所

上部で30箇所、下部で42箇所、合計72箇所

鹿部
上部：4箇所
下部：7箇所

下部：8箇所
部 3箇所

下部：未実施

喜茂別
上部：11箇所
下部：未実施



①地覆

②ウィング

測定の様子（道路橋）

③橋座面

調査結果の一例
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調査事例1（鹿部） 調査事例2（白糠） 調査事例3（芦別）

表面走査法より求めた予測域の下限

コア採取による値
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表面走査法の結果と実際の値（構造物）
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詳細調査が必要と
判断された箇所
（33箇所/72箇所）

※グラフの横軸に着目

鹿部

芦別

中山峠
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表面走査法から推定した相対動弾性係数の予測域の下限
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実際にコアを採取し、調
べたところ、 33箇所中、
11箇所が相対動弾性係
数が60%以下であった

※グラフの縦軸に着目

表面走査法の適用による調査の流れ

従前の診断の流れ 表面走査法を適用

表面走査法
による非破壊

凍害が疑われる部材凍害が疑われる部材

耐凍害性能の
低下が顕著

耐凍害性能の
低下が軽微

による非破壊
診断

詳細調査
必要

（コア採取）

経過観察
対応

（コア不要）

内部の状態を把握する
には、劣化程度の大・小
によらずコア採取を実施

（多くのコアが必要）

損傷を最小限に抑えられ、作業の省力化が図れる

調査費の比較（今回の試みの場合）

数

超音波
（表面走査）

コア採取

従前の流れ 表面走査法適用

72×8=576点0点

数
量

コア採取
（補修込み）

超音波
（透過法）

調査費用
（従前を1とする） 1.00 0.55

72孔 33孔

72×10=720点 33×10=330点

成果の社会還元

凍害が疑われる構造物の調査・対策手引書(案)
（耐寒材料チームのホームページからダウンロードできます）

表面走査法による凍害点検マニュアル (案)
（ショーケースのブースで展示しています）



診断の流れのフロー

START

外観調査

凍害の可能性
なし

あり 必要

表面走査法の
有効活用が
期待される

詳細調査

簡易現場計測

調査結果・検討結果の記録、定期的な観察

凍害の予測・評価・判定、対策の検討

詳細調査?判定? 詳細調査

不要
（経過観察も不要）

詳細調査
経過観察

相当

判定

不要（経過観察相当）

詳細調査

特異な折れ線が出現した場合の対応

受振子
発振子

内部に層状の
亀裂が存在

直線とみなして
結果を整理

（折れ線は棄却）

発・受振子間距離
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対応
（補正）

亀裂が存在

逆向きの
折れ線

（折れ線は棄却）

ご静聴、ありがとうございました

お問い合わせ先
寒地土木研究所 耐寒材料チーム

担当 遠藤 裕丈
Tel 011-841-1719
E-mail 96199@ceri.go.jp


